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皆さん、 こんにちは。50周年、 おめでとうご
ざいます。現在、日本で最大の日本体育学会とい
うところの会長をやっております。50年よりち
ょっと、55年くらいで、まもなく 60周年を迎え
ます。これから健康、あるいは明るい戦後の社会
を作っていくというところです。「人間の体」・「健
康」というものを、体育とは非常に重要だという
ことで、新しく新制大学、新しい大学制度が受け
入れられたときに、そこに「体育」というのが、
必修になっていたわけです。その体育というもの
を、大学で体育までやるのか、という今までのよ
うな、小学校、中学校、高等学校でやっていた体
育とは違う、大学の体育のあり方というものを、
模索しながら、今日までやってまいりました。
そして、私が大学に入ったのが昭和39年です。
そこから、だんだん、東京オリンピックを継起に、
スポーツの科学というものが、少しずつ、その足
場を固めてきて、そして、今日、若い人たちが、
「どういうことをやりたいか」っていうふうに言
ったときに、「大学でスポーツ科学をやりたい」
あるいは「スポーツをやりたい」そういうふうな
時代になったわけです。まさに、こういう時代が
来るだろうと思って、私は、出来たっていうか、
その創設間もない、分野に入ったんです。けれど
も、今日、皆さんが、スポーツというもの、ある
いはスポーツ科学というもの、そういうものを大
変好んで、これから勉強しようという気持ちにな
ったことは、ありがたいな、というふうに思って
おります。
次に、どうしても高齢化社会というわけですか
ら、世の中の目が、どうしてもお年寄りの方にい
きます。しかし、高齢化社会のいろいろな研究を
してみますと、やはりこれは、子どもの頃からし
っかりした考え方や、しっかりした体を持ってい
く。体を育てるということは、非常に重要だとい
うことになります。そして、子どもの健康、ある
いはスポーツ、活動を守るために、発育発達学会
というのを立ち上げたわけなんです。これが、６
年くらい前なんですが。それが、それまであまり
「子ども、子ども」って言わなかった世の中の人
たちが、いろんな子どもの問題点をたくさんだし
てきて、そしてここ２、３年のうちに、非常に大
きな、「子ども」ということに対する、社会的な
意識が非常に高まったという流れがあります。
いろいろな学問というものについては、1つの
大きなトレンドといいましょうか、今度は、スポ
ーツなんです。「スポーツ」と「子ども」という
のは、非常に今、人気がある分野になっています。
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中で、必ずしも、教育の手段としてスポーツがあ
るわけではありません。スポーツ本来の素晴らし
い価値があります。そういうものを、だんだん構
築できてきているというのが、現状です。
次に、「知育、徳育、体育」という言葉があり
ます。これは、誰でも聞いたことがありますが、
「知、徳、体」。これは、スポーツ、体育、運動で
きるときに、人格の形成、社会性の育成、スポー
ツマンシップが言及されます。こういうわけで、
体育やスポーツをやることは、大事だということ
です。ところが、科学技術の進歩や、あるいは科
学的な技術がどんどん進行してきますと、むしろ、
その「徳」なんていうものは、あんまり言う人が
いなくなって、「知」 を非常に重んじるという、
そういう風潮がでてまいりまして、これが長いこ
と続きました。そして「体」です。今の時代とい
うのは、「知」いわゆる知識というものが、非常
に大きく、あるいは情報といっても良いかと思い
ますが、そういった「知」に関する部分が非常に
巨大化しつつ、なおかつ、体という面がそれにつ
いていけなくなってきています。更に、「徳」と
いうものを論じる人が少なくなってきてしまった
というわけです。
もともと、そのスポーツというのは、果たして
人間性を育てるのかという、そういう疑問がある
わけですが、この「知、徳、体」というのは、も
ともと誰が言い出したことなんだといいますと、
1860年に、スペンサーという人です。教育論と
いうものを現した中に出てきます。そして、「人
間に備わっている、基本的な諸能力を、知育、徳
育、体育の３領域に分けて、育成することによっ
て、最高目標を達成させることができる」と、書
いてあります。スペンサーは、倫理学の専門の人
なんですが、倫理学原理に、「社会及び人間の最
高目標は、完全な生活、個人的、社会的、幸福で
ある」と、記してあります。
この思想というのは、近代教育の基本的枠組み
を形成しているわけです。これは、今の文部省の
教育方針「知育、徳育、体育」の基本になってい
そういう中で、これからこのブームともいえる中
で、本当にわれわれは、今、何をすべきか。そし
て、卒業して、どういう考え方で、社会にどうい
うふうに貢献するかというようなことも、考えな
がら進んでいっていただけたらいいなというふう
に思います。今日は、そういった意味で、少し学
問的な内容も踏まえながら、お話を進めさせてい
ただきたいと思います。
まず、「子どもの体とスポーツ教育を考える」
ということですが、１つは教育の中での考え方で
す。これは体育ということですが、体育は、身体
を通しての教育であると言われ続けてまいりまし
た。それで、体育は教育の一部として考えられ、
教育の枠内で考えられる時代が長く続いたという
わけです。これは、良いことだったか、悪いこと
だったか、また、もう少し後の評価を受けなけれ
ばいけませんが、こういった体育とかスポーツと
いう、スポーツはまだ出てきませんが、体育とい
うのは、教育の中の一環なんだという、そういう
教育の枠の中にあったというわけですが、今の時
代はそういう時代ではありません。教育という枠
がありながらも、更にもっと大きな領域で、体育
というものが活動するという、そういう大きな枠
の広がりが出てきたということが、第１点です。
次は、スポーツというものの位置づけです。ス
ポーツは体育の目標を達成するための、教育手段
の１つとして位置づけられた。つまり学校の教材
の一部だった、というわけです。これは、そのス
ポーツというものは、ある手段として使われたわ
けです。教育の中の、ある手段として使われたわ
けですが、スポーツというものを勉強して、その
スポーツの持つ役割を考えてみますと、必ずしも、
そういう教育の手段ではない、スポーツというも
の、そのものに、すごく大きな価値があるという
ことなのです。スポーツをすることに大きな意味
があるということが、だんだん、みんなに理解さ
れてきました。スポーツというのは、元々、外来
の思想で、明治時代に入ってきて、だいたい歴史
が120年くらいあるんですけれども。そういった
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いう枠の中でものを考えずに、スポーツ科学、あ
るいはスポーツそのものなのです。身体運動に関
する科学というのは、教育学の配置を超えた独自
の科学的領域として、発展しつつあるわけです。
例えば、ロボット工学が、学長先生はご専門な
んですが、ロボット工学、ロボット工学の人とい
ったら、鉄腕アトムみたいな、そういうロボット
作りたいのです。これは、ヒューマンロイド型ロ
ボットといいますが、そうしたときに、そのロボ
ットを制御する、そういった動きのシュミレーシ
ョンといいます、そういうものとか、モデルとか、
そういうのは、だいたい人間の動き、あるいは神
経支配、あるいは意志の脳の働きと、それをコン
トロールするような働き、こういうものは、人間
の動き、あるいはスポーツ、歩いたり、跳んだり
はねたり、そういう動作を分析したり、あるいは
その生理的な反応をみたりして、それをロボット
に転化していってるわけです。
そうすると、このスポーツとか体育ということ
は、必ずしも、その体育の領域、１つの領域だけ
ではなくて、あらゆる分野のところに影響をもた
らすわけです。あるいは、人間工学的な内容もそ
うです。ですから、非常にその人間というのは、
素晴らしい能力を持っていて、それを色んな角度
から見てくるのです。そして、われわれ、スポー
ツや体育というものは、それは社会的、学問的に
色んな影響を及ぼしますが、われわれの１番の強
みは、それをもう一度、人間そのものに、その成
果を還元しようというところが、我々の学問の、
また非常に特色があるところだといえるわけで
す。
それで、21 世紀のスポーツ科学というのは、
近代科学によって利便性と快適性が実現されたわ
けですが、人間の適応力の低下や生活習慣病が増
加して、心身の健康阻害に関する課題が増加しま
した。黄色い枠では、21世紀型のスポーツ科学は、
社会的に最も重要な意義をもっています。これは、
控えめに書いているんですが、これからの日本や
世界を救う、最も重要な学問は、スポーツ科学の
ます。世界中、このスペンサーの教育哲学という
ものがベースになっていますので、「知育、徳育、
体育」と言っても、それは古い言葉でもう通用し
ないよ、ということではありません。むしろ、も
う一度、その初期の教育の思想「体」というもの
と、学力、「知力」というものと、もう１つ「徳」
について、人間としての素養とか、教養とか、道
徳とか、そういった、人を思いやるとか、そうい
うその「徳」の部分というものを、もう一度見直
そうという、 そういう流れにもなってきていま
す。
それがやはり、人間性の回復ということも繋が
っているんですが、どんどん社会が便利になって
いくと、人間が、だんだん、コンピュータならコ
ンピュータで、なかなかコミュニケーションがで
きてこなくなったり、人間性が少し歪められたり、
いろんな状況ができてきています。そこで、もう
一度、「体」というものを使いながら、いろんな
人間の、人間性を磨こうということであります。
これは、スポーツをやれば、みんな立派な人に
なるかというと、必ずしもそうではありません。
スポーツをやっている人に、悪人はいないかとい
うと、私を見ると、そんなことは言えないと思う
んですよね。スポーツ界ですごく偉い人が、みん
な人格者かというと、全くそう思えないという部
分もあるわけです。それは、スポーツでは優れて
いるかもしれないけれど、あと、知力とか、その
他の要素がありますから、やはり、この全体とし
て、バランスの取れた人間というものを目指すべ
きである、ということになります。
そして、次に、自然科学的な学問の発展という
のが、すごく起こりました。それで、スポーツや
身体運動そのものを、科学的研究の対象とするこ
とによって、体育やスポーツに新しい発見が生ま
れたわけです。こういうスポーツの科学というの
が、われわれが取り組んできた、若い皆さんの年
齢の頃から、取り組んできたテーマなんです。そ
ういうスポーツとか体育を科学的にみましょうと
いう、そういう科学的思考は、必ずしも、教育と
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の調査をしてきた結果です。明らかに言えること
が出てきました。それは、体を動かさない、身体
の不活動の状態を続けていると、脳の活力が低下
するということです。それを、たぶんこうじゃな
いかなっていうふうに思って、いろいろ調査をし
てみると、これは、本当だということに、だんだ
ん気づいてきたわけです。
その証拠は、脳の活力低下はどういう形でおこ
るかというと、現象的には、意欲がでてこない。
物事をやるのに意欲的でなくなる。それから、気
力が出てこない。それから、根気がない。それか
ら、集中力がない。こういうような状況が、脳の
活力が低下している状態を表しているわけです。
こういうことから、同時に、最近は脳神経科学と
いう、脳科学が非常に発達しまして、そして、脳
の活動の状態と、体の動かし方などいろいろ研究
してみると、やはり体を動かさないでいると、脳
の活動が非常に低レベルの状態で保たれるという
ことが、わかってまいりました。
次は、一般的に子どもの体力低下がおこってい
るということが、言われてますが、本当にそうな
のかということを、年齢に伴う体力の発達の様子
からとらえてみたいと思います。それで、これは
握力なんですが、こうしてみると、だいたい小学
校１年生では 10キロくらいの握力が、女の子で
すが、だいたい 25キロ、それから、高校３年で
25キロぐらい。それから男子では、42キロぐら
いです。こういう項目が、だいたいこういうふう
に、順調に、小学校６年生から中学校１年生くら
いは、まあまあ、男女そんなに差がないんですが、
それから、男の子のほうが強くなってきます。
これは、反復横とびです。これも、まあ、順調
にいっているようです。はい。それから立ち幅跳
びも年齢に伴って跳べるようになってますが、特
に今の子だと、中学３年くらいで、ほぼ頭打ちに
なってます。上体起こしも、そうです。それから
長座体前屈。それから、ボール投げもです。ボー
ル投げも、小学校１年生の頃から男女差があって、
女の子が16メートルぐらい、男の子が20、この
知恵であるというふうに、 私は考えているんで
す。
高齢化社会では、だんだんみんな歩けなくなっ
てしまったり、動けなくなってしまうわけです。
しかし、ほんのわずかでも運動する習慣を身につ
けたり、あるいは、その体操したり、仲間とそう
したエクササイズをしたりスポーツをしたりする
ことが、非常に人間の幸福につながるわけです。
そういう健康であるとか、お金で換算すれば医療
費の削減とか、色んな問題、社会的な問題を解決
する、そういう糸口をこのスポーツ科学というの
は、目指しているわけです。最も重要な科学の１
つなんだということです。それが、いわゆるスポ
ーツ、運動に関する学問だというわけです。
このスポーツ科学の重要性ですが、あまり気づ
いてない人がいるんです。これはむしろ、そうい
った体育系の中に閉じこもっている人のほうが、
わからなかったりするわけです。しかし、外から
見てみると、本当にすごい、可能性を持った学問
なんだっていうことに気が付いてきているわけで
す。ですから、皆さんが、これからやろうとして
いることは、実は、最先端の学問の要素を持った、
そういった分野に身を投じようとしているわけで
す。
そして、だんだん現代の社会では、車が発達し、
階段もエスカレーター、エレベーターが発達し、
体を動かさない、ロボットにできるものは、ロボ
ットにさせてしまえと、動かなくなるのです。こ
れは身体不活動の状態です。昔から、Hypokinetic 
Diseaseといいまして、運動不足病というものが
指摘されてきているわけですが、改めて、体を動
かさないということのデメリットがあります。も
ちろん体力の低下がおきますし、生活習慣病はお
きるし、ストレスはたまるし、精神心理的な不調
もおきてきます。
しかし、ここで私たち、約６年間かけて、文部
科学省のいろんな研究費をいただきながら、 約
１万人の子どもたちを調査し、さらにまた１万人
の子どもたちを調査するという、そういうダブル
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とか言って、「どうぞ、頑張れ！」なんて言って、
盛んに厳しく、いろいろ指導というか、お尻を叩
いたというか、そういうことを、やりましたけど、
今の時代は、そういうやり方は良くないというこ
とで、そういった授業の風景も見られなくなって
きましたが、そういうことが、結果的には、非常
に体力の低い子どもたちを、底抜けに低くさせて
いくと、そういう傾向になってきているんです。
これをなんとかしなきゃいけない、というのを、
今、一生懸命、いろんな先生たちが考えていると
ころです。
今度は、ハンドボール投げです。飛ぶ子は、30
メートル飛ぶけど、 男の子で飛ばない子は、15
メートル、14メートルとか、 そんな感じです。
ここで２倍の距離が違います。ですから、この投
げたときに、その辺にしか飛ばないのと、ドーッ
と向うまで飛ぶのと、ものすごく大きな差があり
ます。数字で見ると、たいしたことないなと思い
ますが、現実にそのパフォーマンスを見に行けば、
全く違うわけです。これはボール投げで僕ら幼稚
園でも色々なボール投げの測定をしましたが、幼
稚園の場合はテニスボール投げをやってみたんで
すが、パーンとこう投げたら、１番投げた幼稚園
の子で、だいたい 33メートルぐらい、投げた子
がいるんです。女の子です。スパーンというよう
な、すごく格好良く投げたんです。投げられない
子は、当然、だいたい普通の人は15メートルとか、
12メートルとかですが、投げられない子は、ど
こに投げるかというと、足元に叩きつけるみたい
な、こんなふうな、投げ方になってしまうんです。
それでもその、教えてくれる人がいないわけです。
そういうふうにすると、そのまま大人になってき
まして、実際に大学生でボールの投げられない子
がいるんです。こうして、可愛いでしょう、なん
て言って。ちっとも可愛くないんですけど、可愛
いでしょう、なんて。そういうのが、とってもこ
れは問題ではないかな、というところがあります
ね。
ソフトボール投げも投げられる人は、30メー
人は30メートルぐらい投げられます。
それから、ハンドボール投げは、中学高校生で
すが、これもこんな感じです。50メートル走も、
だんだん速くなってくるということが、見えてい
ます。それから、20mシャトルランですが、これ
も、持久力の１つですが、まあまあ年齢と共の中
学２年とか３年ぐらいで、 頭打ちになっていま
す。
ここからが大事なところなんですが、確かに、
年齢に伴って、体力というのは、あるいは運動能
力というのは、高まっていますけれども、個人差
が非常に大きくなっているということです。それ
で、こういう体力の評価を、５段階評価、A・B・
C・D・Eの５段階にしてみますと、５というのは、
例えば、中学校、Aのランクで１、２、３、４本
ありますが、一番左側が小学校の男子で、その次
の赤いのが小学校の女子、それから、中学校・高
校の男子はブルーで、むらさきっぽいのが、中学
校・高校の女子の値になっています。
特に握力をみますと、中学・高校の男子の握力
は、強くて、Aの人たちは、だいたい 48キロぐ
らいあるわけですが、ずーっと下りてきて、Eと
いうのは、１番低いレベルです。そうすると、こ
こが22.3キロしかないわけです。これは、だいた
い高齢者と同じレベルです。高齢者で握力が 20
キロ出ないと、だいたいお迎えが近くなってくる
という、そういう段階です。つまり、この約倍ち
かく、体力がある人と、無い人たちの差が、すご
く大きくなっているということになります。ここ
の体力低下を示す人たちが、子どもたちが多くな
っているというのは、このDとかEとかいう、そ
ういうレベルの子たちが、だいたいそういう傾向
があります。それからAとかBですね、こういう
子たちは、昔の子どもたちと変わりません。元気
に、いろいろ運動したり、活動できるんですが、
どうもその、EとかですねDという人たちの値が、
底抜けに低くなってきているというところに、非
常に大きな問題点があるというわけです。
昔はみんなについていけない人は、「頑張れ！」
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もの体力向上に使ったのは初めてなんです。そう
いうようなことで、少し、生活習慣の部分から良
くすることによって、体力の向上というのは良く
なってきています。
体力が低下したっていうのは、だいたい体育日
のちょっと前に、文部科学省から発表された資料
で、「子どもの体力は低下してます。」っていうわ
けです。「どうするんだ。」っていうわけです。で
も、ぜんぜん危機感が無いんです。子どもの体力
が低下した、低下してもしょうがないわな、当然、
あんな生活していれば、低下するわなというよう
に低下を容認しているわけで、我々はこれは、体
力の低下っていうのは、非常に問題、社会的にも
将来的にも、非常に問題があるんで、なんとかし
て世の中の注目をしてもらい、世の中の親たちに、
体力っていうのはすごく大事なんだよっていうこ
とを、アピールする方法はないか、というのを、
一生懸命考えたんです。
そこで思いついたのが、体力と学力の関係はど
うなんだろうか。いろいろ経験的に見ると、体力
がある、そういう学校からは、進学の成績もすご
くいい子が出てきている。それが、やる気も無い、
意欲も無い、集中力も無い、根気も無い、そうい
うところは、たぶん学力も低いだろうというふう
に考えまして、体力と学力の関係を調べようと、
思ったわけです。それで、体力低下は学力低下と、
ほとんど、どういう関係になっているのか、ひょ
っとしたら、体力低下と学力低下っていうのは、
なんか同じ傾向にあるんじゃないかっていうこと
で、そういう研究をするためのプロジェクトをや
って、３年間、全国の１万人の子どもたち、調査
をしたわけです。
調査は体力評価と体力測定の結果と意欲や集中
力に対する、アンケート調査を行いました。最初
の色が、「自分のやりたいと思う学習です。さら
にそう思う。」というふうに答えた人です。それ
が、A群は、かなり積極的に自発的にやるってい
ます。これは、上から中学校の男子、中・高の男
子、小学校の男子、中・高の女子、小学校の女子
トルは投げますが、この 30メートル投げるこの
半分しかいかないってというわけです。半分以下
です。この 30メートルの半分は、15メートルで
すから、15メートルいってません。
50メートル走です。もう速い子は、まあ、８
秒台です。９秒きってます。これはもう、11秒
とか 12秒とか、ものすごい遅い人は、やっぱり
15秒くらいかかって、もっと遅い人は、転んじ
ゃうんです。まっすぐ走れない。すぐ、足がつっ
かかっちゃう。どうなってるんだ、っていうくら
いですね。
そう、50メートル走で、東大の僕の授業で 50
メートルを測定したんです。それで、30メートル、
速く走りたい人たちを集めた「いだてんランナー
養成ゼミ」っていうゼミをやったんです。それで、
30メートル、50メートル走らせたら、50メート
ル走りきれないで、３人コケたんです。その人た
ちを、もう１回 50メートルをやらせたら、３人
のうちの、もう１人が、また全く同じところでコ
ケたんです。だから、コケるっていうのは、ぜん
ぜん偶然じゃないんですね、必然的になんかコケ
ているわけです。自分がどうしてコケたか、その
理由がわからないという子が、出てきてます。
はい、これは 20ｍシャトルランです。これは
皆さんやったことがあると思いますが、往復走で、
だんだん速くなってくるんです。そうすると、だ
いたい一応ここでも、120、100点以上です。 小
学生でもだいたい 70回ぐらい。これが Aの段階
ですが、もうDとかEになると、中学・高校でも、
40回でダメになって、ここだと小学校だと 20回
でダメになって。それぐらい低いんです。
こういうような段階があって、実は、文部科学
省のプロジェクトの中で、「これじゃあ、ちょっ
とどうにもならないんで、何とか、色んな形で体
力を向上させよう」という、体力向上実践協議会
っていうのをつくりました。国が、なんと、３年
間で５億円の補助金をだして、その子どもたちの
体力を向上させようという、そういうプロジェク
トを作ったんです。なんと、国が５億円を、子ど
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こういうような状態であれば、おそらく、学力と
いうものをダイレクトに測った場合も、こういっ
た傾向が見れるんじゃないかということを考えた
わけです。
それで、それを次の３年間は、体力の水準と学
力はどうなってるかということを調べてもらいま
した。これも全国約１万人の学校の、生徒に、体
力テストと学力をやりましたところ、こういう体
力が高ければ、学力が高い、体力が低ければ、学
力が低いという傾向が、はっきり出てきたわけで
す。
この時にですね、非常に、私は、ある現場から
反対を受けました。体力作りをやると、学力のア
ップしますよって、こういうふうに言ったところ、
「体力作りをやって学力がアップするわけないじ
ゃないか。どうして、そういう根拠のないこと言
うんだ。」 こういう大きな会場でいわれました。
いや、そんなにキツイこと言うなら、その逆も証
明してくださいと。実は、論理としては、こうい
う論理の仕方っていうのがありまして、風が吹け
ば桶屋が儲かるっていう論理が１つあるんです。
論理の仕方としては、例えば、運動します、運動
すれば疲れるから、ご飯をたくさん食べて、早く
寝ちゃいます。ぐっすりよく眠れるから、朝早く
起きます、そうすると、ご飯を食べて、また学校
に行って、元気でやって、そして勉強でも集中が
できて、それでまた、運動して、夜になったら眠
たくなっちゃうから、寝ちゃうと。そうすると、
学校での集中力も出てくるわけです。
それで現実にいろいろな調査をしました。１番
現実に現れたことは、まず、保健室に来る子が少
なくなったというような結果とか、あるいは、欠
席者が少なくなった。第一に授業をやったときに、
先生たちのいうことを、みんな聞くようになって
きた、ということで、はじめ、体力づくりをする
ことに反対だった先生たちも、「ああ、やっぱり
効果ありますね。」っていうような形で。そして
これは、こういうのを二次効果というんですけど
も、実際は文部省のデータに、本当ははっきり書
という順です。ABCDEになるにつれて、こうい
う意欲がないということです。つまり、自発性、
それは内発的意欲といって、心理学的にいうんで
すが、内発的意欲の自発性というものは、体力評
価が高い、AとかBの子たちは高いけども、Dと
かEの子たちは低いと、こういう結果が出てきた
わけです。同じようなデータが出てきたわけです。
実は、今まで同じ人に、体力テストをやって、同
時にそういった調査をやった大規模研究はなかっ
たんです。それで、同じ人たちにやって、それを
統計的に処理したら、こういう結果がでたわけで
す。
同じように、達成満足性といいまして、スポー
ツ活動の楽しさを調べました。 体力のある Aと
かBとかいう子たちは、活動を楽しいというけど、
D、Eの子たちは、そう思わないということです。
今度は、期待性、運動スポーツの目標設定がある
か。AやBは、あるけども、DやEの子たちはな
いということです。それから、運動欲求、運動ス
ポーツの欲求は、体力のある子の方が、やっぱり、
欲求が強くて、体力の無い子は欲求が無い、とい
うわけです。
今度は、ソーシャルサポートと、友人等と運動
した人という体力のある子は、そういう気はある
けど、D、Eは、そういう気持ちはないというこ
とです。それから、健康統制感。これは、その健
康にいいから、なるべく朝ごはんをちゃんと食べ
ましょうとかということです。何かその、健康の
ためにいいから、自分はそのために、自分の体を
コントロールしようという気持ちが、あるか無い
かということです。AとかBという子は高いんで
すけど、D、Eというのは低いという結果です。
そうしますと、今いいました、意欲、効力感、
有能感、達成満足性、期待性、ソーシャルサポー
ト、運動欲求、健康統制感。こういうもの、全て
について、体力水準が高いほうが、意欲の水準も
高い。効力感も高い、有能感も高い。一方、体力
水準が低いほうが、こういった上にあげた項目が
低いと、こういう結果になってきているわけです。
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て、いろいろ協議をするところなんで
す。その中で、「わが国の子どもを元
気にする環境作りのための、国家的戦
略の確立にむけて」という、こういう
学術会議のプロジェクトができたんで
す。
そして、この委員長が、仙田満さん
といって、建築学の大家です。この方
が、学術会議の委員長で、その他にず
ーっとこう、有能な人が載ってますが、
なんと私もここにいるんです。下から
2番目にいます。そういう、日本中が、
どっちかというと、今まで、体育とかスポーツと
いうのを、立派な学者の人たちは、「私は、学校
時代は、体育だけはダメだったんですけど、他は
優秀だった。」体育が出来ないということが、あ
る意味では自慢みたいな人、インテリの人たちが
たくさんいたんです。東京大学の先生もそうです。
その、「東大で体育なんか、やる必要はないじゃ
ないか。」僕らの頃は、もっとひどかったですよ。
その、「体育をやると、運動をやると、頭がバカ
になる」と言われてたんです。やりすぎると、確
かにバカになるかもしれない。なんでバカになる
かというと、勉強しないからなんですけど。もっ
とひどいのは、「バカは運動するんだ」って、こ
ういう論理が、まかりとおったんです。
今は「スポーツしててかっこいいなあ。」すご
い憧れの的になります。僕らの頃は、バカだから
運動して身を立てる、とかね、非常にそういう差
別的考え方があって、インテリの人は、自分が運
動できなかったことを誇っていたんです。そうい
うインテリの、最高のインテリの人たちが集まる
日本学術会議でです、子どもを元気にする色んな
方策を考えようと、そういうことを言い出してい
るっていうことは、非常に大きな変化、社会的変
化だというふうに言うことができるんです。
そして、子どもを元気にする環境作りというの
が、すごい大事なんだということです。それは、
建築、住環境、運動環境、遊び環境、たくさん環
きたいとこだったけど、少し伏せた部分があるん
ですが、明らかに、学力が上がったという結果が
出てきました。したがって、これは、それならば
ということで、文部省の方たちも、そのことを納
得してくれたんです。
そして今日、新しい学習指導要領というのが、
発表されました。その中で今まで、学校の教育の
中では、体育というのは、もう少なくして、なる
べく勉強の方の時間数を多くしましょうという、
そういうことで、どんどん削られてきた体育の時
間というのが、復活しました。やっと、世の中の
人が、それを目覚めてくれたわけです。体を使わ
なければ、勉強もダメだということに、やっと気
が付いてきてくれたわけです。どんどん体は使わ
ない、そういう生活に慣れてきてしまうと、体を
使うこと自体がおっくうになってしまうのです。
そうすると、動かない生活が続きます。これは、
将来的には生活習慣病というものになる。そして、
早くから介護を受けるような、介護を受けなけれ
ばならないような、そういう体力の状態になって
しまうのです。これは、目に見えてるわけです。
そんな当たり前のことが、やっと理解されてきま
した。そこで再び、体育とかスポーツというもの
の、社会的な価値というのが見直されるチャンス
が出てきたということになってくるわけです。
これは、日本学術会議というもので、日本学術
会議とは、日本中の、色んな分野の学者が集まっ
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たちが、子どもの現場というのを今まで知らない
で、教育論を言ったり、なんか情緒的なことを言
ってる人が多いんです。
日本体育協会とか、地域のお父さんお母さんの
組織とか、家庭とか、今まで全くその交流がない
んです。その子どもたちについてこうすべきだ、
ああすべきだ、と言うことは言うけど、現実問題
としては、そういう活動はできてなかった。それ
が少しずつ、１年前はもうぐだぐだで、うまくい
かなかったんですが、２年目、３年目なると、す
ごくうまくいくようになった。あっ、これなら大
丈夫だな、という感じが出てきました。
最後に１番大事なことは、やっぱり家庭なんで
す。家庭とか生活習慣を大事にするということは、
すごく大事だということが、最後の最後で、ひと
つ重要なものになっています。
それで今、文部科学省、何をやってるかという
と、元気プロジェクトと言って、子どもとお母さ
ん、お父さんたちが、一緒に遊ぶことですね。大
人も遊び方わからないし、お母さんも遊び方わか
らないし、子どもだけ遊べと言われてもダメなの
です。これから大事なことは、皆さんのような若
い人たちが、子どもと一緒に遊ぶということが、
できるかどうか。皆さんたちは、どっちかという
と、遊びは好きでこういう学部に入ってきたと思
いますけど、でも、子どもと一緒に遊べるかとい
うと、なかなかこれ、難しいんです。そういう遊
びのテクニックとかですね、子どもとの付き合い
方とか、あるいはそういういろんな形で、子ども
というものを理解しながら、一緒に活動するとい
う、そういうテクニックを学ぶということもある
んです。
今、学長先生から、免状、教育の先生になる免
状の許可が、そういう機関として得られたと言い
ますが、やはり、私が見てる、免許を取るためだ
けの勉強をしてたらダメです。あれは逆に、時間
ばかり拘束して、中身がなくなっちゃうんです。
だから、是非皆さんには、それは免許を取るやつ
は、最低限の活動であって、むしろ、それ以上の
境ありますが、実は、そういうハードの環境を、
われわれ大人が、破壊してきたわけです。この経
済優先のために破壊してきた。それをやはり、環
境を破壊してきたのは大人なんですね。その大人
がやっぱり、子どもたちを見て、「お前ら、なんだ、
そんな体力ないな、どうした。」それは、間違え
だというべきなのです。子どもを遊べないような
状態にする。空き地があったって、「入るべから
ず」になってますし、道路だって、遊んでたら車
がきて、どけどけっていう。みんな、その遊び場
を奪っちゃったのは、大人なわけです。少しこの
へんで、罪滅ぼしをしないといけないということ
があるわけなんです。
でも、一方、ハードな環境を整えるだけでなく、
やはり生活習慣とか、人為的サポートとか、社会
の組織とは、こういった、いわゆるソフトの環境
を整えるということも、非常に重要なんだという
ことです。ハードとソフトの両方を考えなきゃい
けないというのが、基本的です。
一方、文部科学省、平成19年の３月に、「子ど
もの体力向上実践事業の報告書」というのが出ま
した。これも、先ほどいいましたように、低体力
の子どもたち、何とか良くしよう。単に体育の先
生が一生懸命やっているだけでは、ダメなんだ、
ということです。これはやっぱり、地域と家庭と、
学校が一体化して、一体となってやるべきだ。そ
こに私、１つのまたアイデアを出しました。なん
で私が出したものが、通用するのかというと、実
は、こういうプロジェクトの委員長をやっている
んです、実は、けっこう委員長の意見ていうのは、
聞いてくれるんです、みんな、また小林さん、変
わったこと言い出したなといっていました。
こういうプロジェクトの中に、１ケ所300万円
ずつ３年間、ですから900万円、１ヶ所補助して、
そこを 40ヶ所ぐらい補助するわけですから、か
なり大きな金額ですね。必ず大学の先生を、そこ
へ、研究のプロジェクトのスタッフとして、必ず
かましてくださいというのが、私のお願いだった
わけです。これはうまくいきました。大学の先生
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皆さん今度は、子どもの体という、子どものこと
に少し触れますけれども、乳幼児期には、脳の細
胞が増えてくる時期があります。生まれてから、
どんどん、子どもが頭が大きくなってきますが、
まだまだ大きくなってくるわけです。子どもは、
グーッと大きくなってくる。その時に、あの頭の
中には何ができてるかというと、脳細胞が、どん
どん増殖しているわけなんです。それで、脳細胞
が成長とともに増殖して、脳細胞の過増殖という
のが起こるんです。実はそんなにたくさん必要で
はないのに、必要以上の脳の細胞ができてくるん
です。ダーッとできてきます。そしてそこに、い
ろいろな、脳神経系の刺激ですね、運動刺激とか、
いろんな動きとか、いろいろ難しいことをやる、
体の刺激があると、ここに脳神経系の回路が形成
されるわけです。しかし、その時に、運動の刺激
がないと、不要な神経細胞は消失してしまうんで
す。つまり、回路が無い状態になってきます。こ
ういうことが起きるのは、だいたい３歳ぐらいま
でなんです。そうすると非常に重要なのは、その
脳のことを考えてみると、３歳ぐらいまでに子ど
もがどういう活動をしたかということが、これが
脳の回路を決定的に決める重要な時期だというふ
うに考えることができるわけです。
ですから、生まれた子どもを、いつも車で移動
してチャイルドシートに縛りつけていると、子ど
もはじっとしているわけです。こういう、乳母車
みたいなのに乗せてじっと縛りつけて「安全、安
全だ」と言ってじっとしていると、脳細胞の回路
ができなくなるんです。いろんなことができなく
なるのが当然なんです。
だから、この時期にどういう体の動かし方をす
るかというのは、非常に重要な意味を持っている、
ということになります。
脳と運動感覚認知機能及び感性を大切にした運
動能力の育成をやることが大切です。「体力作り」
って、我々は「体力作り」と言うけど、本当は「体
力作り」という意味は的確ではないんです。実際
は、空間の感覚とか空中動作感覚とか、あるいは
ことをいろいろやってほしい、というふうに考え
ているんです。
次に、今度は身体活動とか運動とかトレーニン
グというものは、今までは体を鍛えて、体力を鍛
えて、筋肉や呼吸循環系を強くしましょうと考え
ていたんですが、実際は、脳を育成する効果があ
るんだということです。運動というものは、脳が
命令して運動するんだ、というふうに思うのです。
また、体を動かすことは、実は、脳を育む。脳を
育成するんだ、ということなのです。そういう脳
を育成する効果というのが、はっきりしてきたわ
けです。これは、脳というのは、もともと精神の
座、思考判断の座、集中力、意欲の座などの集合
的バランス、あるいは社会性、こういうもののバ
ランスによって成り立っているわけですが、運動
やスイミングなんかをすることによって、これは
非常に脳が、バランスよく発達するということが、
だんだんわかってきまして、運動というのは、す
ごい脳との関係が深いんだ、というのは、最近こ
こ数年のうちに急速にわかってきたことです。
それで、生理学の先生たちは、脳とか小脳とか
脊髄とか、こういうところの研究思考でいうと、
こうやるからこうだ、こうやればこうだという因
果関係を非常に研究してきたわけですが、実は脳
というのは、そういう因果関係だけではなくて、
非常に能力のある働きをするわけですから、そう
いう総合性のものも、すごく脳の科学で注目され
てきているわけです。
最新の情報では、小脳っていうのは、運動をつ
かさどる脳の非常に重要なものだというふうに言
われてたんですが、実は小脳が記憶とか、最近で
はいろんな判断にするものであるということもわ
かってきたわけです。そうすると、その小脳とい
うのは、もともと運動の部分に関わるわけですが、
それと知能の部分とも関わってくるので、少しず
つ、つじつまが合ってくるということが出てきて
いるわけです。
それで、今度は、体を使った活動による運動刺
激は、脳神経回路の形成に必要だということです。
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に脳は要らないって全く嘘で、こういうのが全部
働いているわけです。そして脳幹がきて脊髄にき
てます。ここに小脳もあります。
その回路というのがずっと複雑にありまして、
動物なんかは、まさにこういう回路が悪いと食わ
れちゃいますから大切なんです。人間は食われな
いから運動に関する脳みそは働かないでいいやな
んて、のんきなことを言ってるんですけど、動物
にとっては、こういう脳の、運動に関わる神経回
路は最も大事な神経回路になるわけです。
それで、いろんな運動をした時に、脳はどう働
いているかということを、2005年に光フォトグ
ラフィー、ファンクショナル・ミルステーション。
「すごいのができましたから、小林先生、実験し
ませんか」と言ってくれたんです。「ぜひやらせ
てください」と言って、こんなに流行る前ですね。
「初めてそれができました。」
島津製作所の人が、「小林先生、やりますか？
先生、なんか脳のことを調べたいと前から言って
いたじゃないですか。 ぜひお願いします。」 で、
ハリネズミみたいに針を刺して、そして脳の状態
を調べるわけです。いろんな運動をした時に脳は
どんな活動しているか、 ということを調べまし
た。
そうすると、50ヶ所で脳はどういうふうに働い
ているか、というのを脳波ではなくて脳の主に血
流です。血液の中で、血液が流れてきて、そこの
組織が酸素をほしいと言って、どんどん酸素を吸
収している。そこが、酸素を要求しているところ
が脳が働いていると、こういう形になります。そ
うすると、いろんなところでこんなふうに働いて
いるというわけで、この部分が最も働いている、
というような形になります。
それで、その絵に描いてみて、「ああ、こんな
ふうに働いているな」という具合に、いろんな運
動の比較をしました。そうしましたら脳が非常に
良く働く体の使い方と、そうでもない体の使い方
というのがあることがわかったんです。
それで、これからの時代というのは、脳を中心
視覚情報動作感覚、疲労感覚、筋感覚情報、平衡
感覚情報、四肢位置感覚情報、力発揮感覚など。
いろんな感覚器、こういうものの発達にも、運動
刺激というのは大事なんです。だから、単に筋力
とか筋持久力とか心臓循環機能、それだけじゃな
いんです。
それと脳。脳なんですけれども、脳はこういう
ふうにして、大脳は絵を描けば、脳みそが、こう
ある。だいたい中心溝というのがあって、前が運
動野。これは４野と言われています。それから補
足運動野。これは少し複雑な運動をすると補足運
動野。その前が前頭眼野と８野。それから前頭前
野というのが９野。これがだいたい前頭葉と言わ
れるものです。難しいいろんな運動をすると前頭
葉が働きます。
あと、この中心溝の後ろが体性感覚野というも
のです。補足体性感覚野。簡単な運動しかしない
と、第４野ぐらいですんでしまうんですが、少し
イメージトレーニングとか複雑な運動になると、
補足運動野が働きますし、前頭前野も働いてきま
す。こういうふうに簡単なことしかできない、易
しいことしかしないとしないと、脳というのも発
達しないんです。むしろ難しいことに挑戦する。
なかなかできないことに挑戦する。挑戦的なこと
をやることによって、 脳も発達していくわけで
す。
これは、年寄りでも同じなんです。「おじいち
ゃん、おばあちゃん、年とってるから易しい…は
い、肩たたき。運動しましょう、１、２、３、４、
１、２、３、４。」そんな赤ん坊扱いのような運
動をしていると、脳は益々ダメになっちゃうので
す。私はいろいろなお年寄りの講演会に行っても
「そんなね…。 難しいことに挑戦してください」
と言ってるわけです。
それで、実は運動に必要なのは脊髄です。
それで、実はこの第４野。６層に分かれていて、
その５番目のところに錐体細胞という非常に大き
な細胞がありまして、これが運動に関わっている
んです。それから脳の大脳辺縁部とかです。運動
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ころの筋肉、それが一つ、大腰筋というような言
葉で表現されることもあるんですが、そういう脊
柱起立筋とか大腰筋とか腸骨筋とか背骨、骨盤を
支えている深いところの筋肉を動かさないと脳は
活性化しにくいということが分かりました。これ
から今日は、話が途中で終わってしまうような部
分なんですが、非常に、脳と体、脳と運動、ある
いは様々な脳化学と連関したスポーツ、体育の時
代になってくると思います。
そういうことで、ぜひ皆さん、新しい学問に挑
戦して、今までブラックボックスだとされていた
部分にも積極果敢に挑戦していただけたら、大変、
この本当の意味でのスポーツの面白さというのが
また味わえてくるかと思います。
それでは時間になりましたので、これで終わら
せていただきます。どうもありがとうございまし
た。
とした総合的身体機能、運動技能のトレーニング
の時代に入ったというわけです。どういう体の使
い方をしたら脳がよく働くかというのは、答えを
言うと、体の深い部分の筋肉をよく使ったときに
脳は活性化します。我々は「ペンフィールドの絵」
といって、指先とか、こういう顔みたいのがすご
く大きくて胴体の部分がすごい小さい、そういう
脳の分布図を勉強しましたけど、実際は、あれは
感覚の問題でありまして、実際に脳は本当に活動
を始めるのは、体の深いところの筋肉を使うこと
が、脳を活性化するということがわかってきたん
です。
それでそこから、昔、背筋力が低くなってきた、
ということで問題にされていますが、実は背筋力
というのは、体の深いところの筋肉を表す一つの
指標でもあったというふうに考えるわけです。
そうすると、今の大人も子どもも、体の深いと
